
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[002]九州大学応用力学研究所所報表紙奥付等

https://hdl.handle.net/2324/4785223

出版情報：應用力學研究所所報. 2, 1952-12. 九州大学応用力学研究所
バージョン：
権利関係：



抄 録

欧文報告記載論文抄鋒

Reports of Research Institute for Applied Mechanics 
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防風林の厚さに開する流謄力學的研究

岩崎松之助
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先に登表した防風林の風洞賞瞼（流研報昭和25年 10月 Vol.VII, No. 2)の概要をのぺ，其の後行っ

た野外寅瞼について詳しく報告した。野外の寅瞼楊で2米の高さの樹枝を植え並べた 3,2及び1列の模

型防風林について詞幕，ロビンソン風速計，ビラム風速計で其の後流の欣態を調べた。結果は定性的に

風洞寅瞼から豫想されるものとよく合致し，厚い防風林の後では直後の風速の減退著しく樹高の 20倍

位後では風速はむしろうすい防風林より回復が早い。薄い 1列位の防風林では直後の風速は高いが 10

倍位後で最低風速を示し其の後風速は回復し始めるが， 20倍位後では厚い防風林より減速の程度は著し

vヽ゚

非金麗介在物を持つ炭素鋼の疫れ強さ

石橋 正，瓜生恒美

炭素鋼平滑試瞼片の表面仕上後の燒鈍が疲努強度に及ぽす影害を知る為に，敷種の炭素鋼平滑試験片

並びに疲労により作られた浅い闘周編裂を持つ丸棒試験片について回韓曲げ試験を行った。

その結果として，炭索鋼平滑試瞼片の疲れ限度は表面仕上後の燒鈍によって，燒鈍を行わないものに

比べて約 10----20彩低 Fする。この疲れ限度低下の原因は，切削の際に試瞼Jr表面にある非金闇介在物

から痰生する徴少な趣裂の切欠効果によるものと考えられる。この様な微少な組裂の寸法は，渋い闘周

編裂を持つ試瞼片の疲れ限度から想像して，鋼材中の非金麗介在物と同じ程度の大きさである事が推定

された。

破壊断面を考慮した場合のラーメンの設計に就いて

鷹部屋謡平

本文は既に破壊をうけて居るラーメンを補修設計して再使用せんとする場合の一考察を述べたも (1;)

で，破壊部分の材料に跨しては，その弾性係敷として別の値を採用する。

而して著者はその限界荷軍と端モーメントの有効係数の謡係について述べている。
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中夫に圃孔を有する正方形板の緩動に就て

熊井豊

船骰或は航空機機骰の特有な構造要素として，中央に糎減孔或は人孔のある矩形板の問題がある。こ

の様な有孔板では縁腿縮による安全問題と同時に板の固有振動敷に及ぼす孔の大きさの影讐を調べてお

く必要がある。本論はこの種の問題の基礎研究として，中央に闘孔のあるIE方形板の模型寅験と略近算

の結果を求めて雨者を比較した。

模型寅瞼には 0.5mmx70mmのセルロイド板を用い搬腕器によって鵬振し Chladni繭を描かせて

固有振動敷を求めた。略近算は，圃板の振動の一般解を重燥する事により外周の甜線縁の敷燻古において

固定或は箪純支持の條件を満足させる方法を用いた。圃環朕板の振動敷は正確に計算されるから，圃環

と同裡の孔を有し環の外径に等しい邊を有するIE方形の板の固有振動敷と闘環のそれとを比較し乍ら寅

瞼と計算を寅施した。子Lの大きさと板の固有振動敷との覇係が基礎波形，節線一本，節圏一個，の振動

型に就て得られた。尚外周邊は固定及び箪純支持の雨者について求めてある。
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後流渦の研究 (I)

有限長圃柱の後に猿生する渦列の構造

種子田定俊

無限に長い圃柱を一様な流れの中に置いた時その後方に褻生する渦列，且11ち2次元的な禍列について

は古末多藪の賞瞼者によつて敷多くの賓験が行われ，その構造は既によく知られている所である。又理

論的には K紅man等の研究があり，賞瞼と較べて大盟満足すべき結果を得ている。これによつて 2次

元 Karman渦列の構造は一應解明されたものと考えられる。

しかしながら，有限の長さの圃柱が一様な流れの中に置かれた時，その後方に登生する禍列，即ち 3

次元的渦列に謁しては未だその構造が知られていない。理論的には勿論，賞験的にも全く手が附けられ

ていない朕況である。渦は流證中に端を持つ事が出来ないと考えられるので，その端がどの様に連つて

いるかは槌めて興味深い問題である。

著者は水槽中に於て闘柱を有限の深さに保つて進行せしめ，その後流の有樅をホ中に浮遊さ辻たアル

ミ粉を利用して観察した。アルミ粉は顕微鏡で見ると箔朕をなして居り，その平らr.r:1面は強く光を反射

する。もし水が完全に孵止して居れば，このアルミ粉はその面を全く不脱則に配列し，細いスリットを

通して光束を入れて水糟の任意の翫面を見ると，恰も無敷の星が一面に灼いている様に見える。しかし

闘柱が進行し始めると俄かにその後方に朋暗の模様が現れる。之は流れによってアルミ粉の面の向きが

整列させられるからである。賞瞼の結呆，アルミ粉はその光る而を流れに一致させるものである事を確

めた。

かくしてアルミ粉の寓餌の明暗の模様から流れの方向を知る事茄可能となった。スリットの位置を色

々愛えて後流の各翫面の寓属を敷多く撮影した。之等の寓腱を注意深く解析した結果， Karman禍列の

三次元的構造が明らかとなった。又渦列の性質も知る事が出来た。その結果を要約すれば次の如くであ

る。

1. Kflrman渦列はその端で互に連り合っている。

2. 渦列の底部は次第にその形を慶えて行き遂に破壊してしまら。かくて禍列の破壊は常に底部より

起る。

3. 禍列は闘柱から離れるにつれてその距離間隔を檜大するが，闘柱の長さの方向には短縮する。

4. 禍列の構造は自由表面や固證壁を近づけても嬰化を受けない。

寄 書

1) 電解槽の類推による造波抵抗の測定

岡部淳一・種子田定俊

造船學研究，第5-6合併猿(1949)に掲載された

論文の英文概要

2) 半無限の板を過ぎる流れに酎する墾形された 0SEENの方程式

岡部淳




